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〇青果物予冷庫推進（パナソニック）
〇秋用出荷資材予約推進
〇秋まき用種子推進（ほうれん草・ねぎ・きゅうり他）

花木流通センター
〇花木流通センターの売出し・フェア
　９月８日（土）・９日（日）	 秋の県産農畜産物フェア
　９月15日（土）〜17日（月・祝）	 秋の園芸フェア
　９月21日（金）〜24日（月・祝）	 秋彼岸大園芸祭り
　９月22日（土）	 朝市開催！
〇愛菜館の売出し・フェア
　９月８日（土）・19日（水）・28日（金）
	 ８の日お米フェア
　９月５日・12日・19日・26日（水）
	 毎週水曜日　精肉全品２割引き
　９月21日（金）〜24日（月・祝）	 秋彼岸大園芸祭り

肥料農薬課
〇セルフブレンド推進
〇麦肥料農薬推進
〇茎葉処理除草剤大型規格推進
〇バンカーシート推進

生活課
○太陽光発電推進	 （周年）

葬祭総合課
〇会員獲得推進の実施

施設住宅課
○賃貸アパート・個人住宅推進	 （周年）
○カクイチ物置・広スペースハウス推進	 （周年）
○住友不動産（株）「新築そっくりさん」推進	 （周年）

石油課
○秋期オイルキャンペーン	 （９月〜11月）

ガス課
〇オールブランドガス器具推進	 （４月〜12月）
〇大型給湯機特別推進	 （７月〜９月）

○ＪＡ生産販売計画の実践と
　目標達成に向けた取組支援
○担い手の経営強化のための経営管理支援
○ＪＡ営農経済部門の人材育成支援
○TAC活動等ＪＡの出向く体制強化支援
○大規模経営農家・法人等の経営安定化支援
○ＪＡの野菜振興計画の目標達成に向けた取組支援
○農産物の安全・安心確保対策
○園芸作物生産実証農場の運営

酪農畜産課
〇生乳の計画生産の推進
〇初妊牛導入推進
〇素牛導入推進
〇種豚導入推進

米麦特産課
○こんにゃく生玉取扱推進
○こんにゃく荒粉・精粉販売推進（入札の実施）
○きのこ種菌及び資材推進
○麦とろ麺特別推進
　推進目標　8,000ケース	 （７月〜９月）
○群馬県産トマトジュース推進
　推進目標　10,500ケース	 （９月〜10月）

園芸販売課
〇共計ほうれん草販売	 （周年）
〇共計チンゲンサイ販売	 （周年）
〇共計味にら販売	 （周年）
〇共計にがうり販売	 （９月末日迄）
〇共計オクラ販売	 （９月末日迄）
○共計白ねぎ販売	 （３月末日迄）
〇県統一規格共計露地なす販売	 （11月末日迄）
〇県統一規格共計きゅうり抑制販売	（12月末日迄）

販売促進課
〇夏秋野菜販売促進
〇もやし類・加工野菜販売促進
〇花き類販売促進

園芸資材課
〇ネポン暖房機第２期推進	 （７〜９月）

JA群馬担い手サポートセンターJA群馬担い手サポートセンター

生産資材部生産資材部

畜産農産部畜産農産部

生 活 部生 活 部

園　芸　部園　芸　部

自動車燃料部自動車燃料部

９事業のうごき



７月25日（水）、ガス課主催による「平成30年度 

給湯器修理技術講習会」が開催され、ＪＡ担当者約

30名が参加しました。講習会では、ガス器具情勢や

給湯器の構造・作動原理、故障診断及び修理メンテ

ナンスについての説明が行われました。続いて、㈱

ノーリツと㈱パロマから講師を招き、実際の給湯器

を使って実技研修を行い、参加者は真剣な表情で熱

心に取り組んでいました。ガス課の間庭次長は挨拶

で「給湯器メンテナンスの診断と修理をしっかり行

い、お客様の信頼を得て、数量確保につなげたい」

と話しました。

平成30年度 給湯器修理技術講習会平成30年度 給湯器修理技術講習会

７月20日（金）、ＪＡ前橋市「産直ゆうあい館」は、

施設増築に伴うリニューアルオープンイベントを開

催し、ＪＡ役職員や産直部会、当県本部関係者他約

50名が出席しました。リニューアルした直売所は、

通路を広く取り、カートの数を増やして、お客様に

ゆっくりとお買い物ができる環境を整えました。当

日は、キュウリの一本漬けの無料配布やかき氷、ラ

ムネなども販売しました。様々なイベントが22日

（日）まで行われ、たくさんの人で賑わいました。

JA前橋市「産直ゆうあい館」リニューアルオープンJA前橋市「産直ゆうあい館」リニューアルオープン

▲賑わうゆうあい館の店内

７月23日（月）、大田市場内の東京青果㈱ イベン

トスペースにて、主産県（千葉県・群馬県・埼玉県）

が協力して、やまと芋の試食宣伝会を開催しました。

試食宣伝会では、各県のやまと芋料理が振舞われ、

３県のやまと芋の食べ比べが行われました。提供し

たメニューは、千葉県が「簡単浅漬け」、群馬県が「と

ろろ」、埼玉県が「わさび醤油がけ」で、それぞれ

200食分（計600食分）が配布されました。今回のよ

うに、やまと芋主産県での合同試食会は初めてでし

たが、各産地のやまと芋の食べ比べが行える貴重な

機会とあって市場関係者の関心も高く、大盛況とな

りました。

「やまと芋」主産県合同試食宣伝会開催「やまと芋」主産県合同試食宣伝会開催

▲試食宣伝会の様子

▲実際の給湯器を使った実技研修
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７月27日（金）、葬祭総合課はアシストホールたか

さきで「平成30年度 葬儀接客サービス研修会」を開

催し、７名の葬祭担当者が出席しました。研修会で

は、㈱マーケティング・オフィス代表取締役の小野

田氏を講師に招き、葬儀スタッフの正しい言葉遣い

や葬儀接客サービスに必要な基本動作、お客様の案

内や誘導、アテンドの仕方などの実践練習が行われ

ました。参加者は日々の業務に活かすため、真剣な

表情で熱心に取り組んでいました。▲お客様誘導の実践練習

平成30年度 葬儀接客サービス研修会平成30年度 葬儀接客サービス研修会

▲施主挨拶をする須藤本部長

▲起工式終了後、図面を見ながら位置確認

▲�
刈
初
め
の
儀

「上川渕セルフ給油所」（仮称）起工式を執り行う「上川渕セルフ給油所」（仮称）起工式を執り行う

７月24日（火）、石油課は前橋市朝倉町に設置する

「上川渕セルフ給油所」（仮称）の起工式を執り行いま

した。新給油所は、全農群馬県本部直営のセルフ給

油所です。新たな取り組みとして、コンビニエンス

ストアの併設による相乗効果の検証と自動車事業と

の連携による車検の取り扱い強化を図ります。また、

職員の運営管理、接客対応、機器研修を行う、県下

JA‐SSの模範としての使命も担っています。須藤本

部長は挨拶で「農業者所得の増大に資する営農用燃

料のコスト削減と、ライフラインの維持に向けた取

り組みをさらに強化してまいります」と意気込みを

話しました。

式には、当県本部役職員、施工業者等の関係者が

出席し、これから始まる工事の安全を祈願しました。

新給油所は、11月中旬に完成します。



放 映 予 定

矢田　優季 アナ

番組名／提供 放送日 ※再放送日 時　間

秋の味覚！ぶどうと 梨 ／JAにったみどり
JA邑楽館林

９月10日（月） PM 9：00 〜 9：30
※９月16日（日） AM 8：00 〜 8：30

色とりどりの菊と
　赤ずきんちゃんトマト ／JAあがつま

９月17日（月） PM 9：00 〜 9：30
※９月23日（日） AM 8：00 〜 8：30

※タイトル・放送内容等は変更となることがあります。

群馬県麦民間流通地方連絡協議会群馬県麦民間流通地方連絡協議会

７月30日（月）、「群馬県麦民間流通地方連絡協議

会」が開催され、県内ＪＡ担当者・県内外の実需者・

行政関係者等約50名が出席しました。当日は平成

30年産の作柄や品質、改善点等についての情報が共

有されたほか、平成31年産麦のアローワンス（契約

数量に対する受渡し許容範囲）の設定や入札上場比率

の設定等について実需者側と生産者側で活発な意見

交換が行われました。主力品種で購入希望数量が販

売予定数量を上回る「逆ミスマッチ」状態となってい

ることから、実需者から安定生産・安定供給に対す

る強い要望が寄せられました。▲会場では活発な意見交換が行われました

朝市大盛況！〜花木流通センター〜朝市大盛況！〜花木流通センター〜

ウエアのほか、みのりベーカリーのスイカメロンパ

ンなどが所狭しと並べられました。目玉商品として

1,000円以上お買い上げのお客様には、たまごを１

パック50円で販売。多くの来場者で賑わい、用意

した商品は、次々と完売していきました。次回は、

９月22日（土）朝７時から開催の予定です。

花木流通センターは、８月11日（土）朝７時から店

舗北側駐車場にて朝市を開催しました。開始前から

長蛇の列ができ、先頭に並んだ高崎市の男性は、「６

時15分頃から並んでいます。嬬恋村産とうもろこし

を買いに来ました」と話してくれました。会場には、

嬬恋村産とうもろこしや尾瀬トマト、レタス、デラ

▲ご購入されるお客様で長蛇の列ができました ▲賑わう朝市会場





迷うことなく慣れ親しんだ養豚業に

今回の農業チャレンジャーは、ＪＡ赤城たちばな
管内の渋川市赤城町で有限会社ライジング－サン－
ファームを経営する角田悟さんです。
「子供の頃から遊び場は豚舎で、慣れ親しんだこの
仕事に就くことに迷いはありませんでした」と話す角
田さんは、祖父の代から続く養豚業の３代目です。
県立農林大学校畜産学科養豚コースで学び、卒業後

の21歳で就農し、今年で９年目。現在は母豚約130頭
を飼育し、日々、具合の悪い豚がいないか、豚舎や設
備に不具合がないか見回り、時には趣味のDIYを活か
して豚舎の修理をすることもあるそうです。

県内初のスリーセブンシステムを導入

角田さんは、就農すると同時にＪＡ全農が薦めてい
る養豚飼育管理システム「スリーセブンシステム」に
切り替えたそうです。「県内で初めてスリーセブンシ
ステムを導入しました。このシステムは、母豚を７グ
ループに分けて、３週間の間隔で、分娩、離乳、交配
をまとめて行います。これにより他の日齢グループと
分離して飼育できるオールインオールアウト方式が可
能になりました。空舎期間を長く取れるので、豚舎の
洗浄・消毒を徹底し、病気の感染リスクを低減できま

角  田 　悟（つのだ・さとる）さん

1986年生まれ　32歳
ＪＡ赤城たちばな赤城ポーク生産者組合 所属

母豚頭数··········································約130頭

休日の過ごし方：·DIY・子供（２才の女の子と
３か月の男の子）と公園へ
行ったり、散歩をしたり。

趣味：DIY

好きな食べ物：豚バラが一番おいしいです！

P r o f i l e

す。また、作業が集中することで休みを取りやすくな
りました」とスリーセブンシステム導入のメリットを
話してくれました。

６次産業化に向けて

角田さんに今後についてお伺いしたところ「６次産
業化を考えています。以前研修先の農家さんで手作り
のドラム缶の燻製器で燻製ベーコンの作り方を教わり
ました。近所の方に協力してもらい、燻製器を作って、
赤城ポークで試してみたところ、とてもおいしく仕上
がり、是非このおいしさをたくさんの方々に知っても
らいたいと思いました。私の母は料理が得意で、料理
講習の講師もしており、ボロニアソーセージやチャー
シュー、角煮の作り方などを教えていますので、母を
巻き込んで６次産業化に取り組み、消費者の方々にイ
ベントなどで直にPRしていきたいと考えています」と
抱負を語ってくれました。

県内初となるスリーセブンシステムを導入し、生産
基盤強化と６次産業化に努める角田さんに、今後さら
なる活躍が期待されます。

JA赤城たちばな

さっぱりした肉質と深い味わいの｢赤城ポーク｣をご賞味ください
JA赤城たちばな横野支所管内　角  田 　悟 さん



1�分娩日のこの日は、18頭
の母豚から193頭の子豚
が生れました。

2�生まれたばかりの子豚の
授乳の様子。

3�第１回赤城まつりで「赤
城ポーク」の豚しゃぶを
試食提供し、PRしまし
た。

4�生後２日の子豚。４週間
で離乳舎に移ります。

２３

４
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P r o f i l e

松
ま つ い

井　裕
ゆ う い ち

一さん

JAあがつま　農産部　中部営農経済課

がんばって
 まーす
がんばって
 まーす

▲花の検品作業をする松井さん

松井　裕一
まつい・ゆういち

（27歳）

趣味·················家庭菜園・
ロックバンドの
ライブに行く

好きな食べ物······ラーメン（横浜系）

●職場の皆さんからみた松井さん
　「·いつもまじめに頑張ってくれて
います。少し天然キャラでかわ
いいです。」

「
入
組
６
年
目

農
家
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
で
す
！
」

―入組して何年目ですか？

入組して６年目です。

―ＪＡに就職したきっかけは？

両親は自営業ですが、地域の人

たちとの繋がりがあって、私も生

まれ育った地域で仕事がしたいと

いう思いから、ＪＡに就職するこ

とを決めました。

―実際にＪＡで働いてみていか

がですか？

農家さんや取引先、市場の方な

ど、いろいろな人との繋がりがで

きました。それぞれ違った意見や

考えを聞くことができて勉強にな

ります。

―現在のお仕事内容を教えて下

さい。

営農指導や販売関係、花の担当

をしています。

―どんな時にやりがいを感じま

すか？

基本的には、自分のためではな

く農家さんのための仕事だと思っ

ていますので、農家さんに喜んで

もらえることが一番です。

―心掛けていることはあります

か？

農家さんの仕事がスムーズにい

くように、先のことを考えて準備

やアドバイスをするように心掛け

ています。

―休日はどのように過ごしてい

ますか？

庭で花を育てたり、ロックバン

ドのライブに行ったりしています。

―どんな花を育てているのです

か？

担当している菊を育てて、仕事

に役立てています。

―今後の意気込みをお聞かせく

ださい。

実際に菊を育ててみて、農家さ

んの大変さを実感しています。常

に農家さんに寄り添った営農指導

を心掛け、市場価格に注意し、１

円でも高く販売する努力をして、

農家さんの収入に繋げられるよう

に頑張っていきたいと思います。

―松井さん、これからも地域の

方々のために頑張ってください。

ありがとうございました！



畜産ダイジェスト

８月　渋川家畜市場市況
区分 性 出場頭数 成立頭数 高値価格 安値価格 平均価格 平均体重 平均日令 平均単価

子牛

雌 92 92 887,760 395,280 695,625 281 278 2,466
雄
去 155 150 1,091,880 466,560 803,397 310 270 2,588
計 247 242 1,091,880 395,280 762,426 299 273 2,545

成牛

雌 17 15 929,880 232,200 595,152 491 2,754 1,211
雄
去
計 17 15 929,880 232,200 595,152 491 2,754 1,211

若齢

雌 4 4 766,800 550,800 658,260 163 148 4,038
雄 2 1 654,480 654,480 654,480 116 121 5,642
去
計 6 5 766,800 550,800 657,504 153 143 4,280

合　　計 270 262 1,091,880 232,200 750,847 307 413 2,439

肉豚実績	 （税込）（単位：円）
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 平均

総と畜合計	
（単位：頭）

平成29年 38,054 39,999 39,189 34,496 39,588 39,278 42,642 44,124 42,796 41,252 38,730 42,055 482,203 40,184
平成30年 41,549 39,838 37,775 36,802 155,964 38,991

群
　
　
馬

極
上

平成29年 505 532 602 607 612 594 542 549 542 489 587 454 551
平成30年 467 585 584 602 560

上 平成29年 504 546 604 620 613 601 537 555 563 499 494 448 549
平成30年 465 578 587 608 560

中 平成29年 492 535 603 624 600 585 526 547 548 481 477 426 537
平成30年 449 559 568 596 546

並 平成29年 447 496 561 594 556 544 494 508 496 430 428 389 495
平成30年 415 534 507 551 502

等
外

平成29年 291 297 350 400 370 355 323 331 311 298 272 248 321
平成30年 347 398 396 408 387

全
体

平成29年 477 515 579 600 583 571 512 529 530 468 462 419 520
平成30年 443 553 554 580 533

月平均は（総売上÷総重量）	 ㈱群馬県食肉卸売市場　肉豚課

肉牛実績	 （瑕疵抜き税込）（単位：円）
月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 平均

上場頭数	
（単位：頭）

平成29年 1,051.5 754.0 836.5 800.5 700.0 878.5 839.5 1,161.5 1,270.0 653.0 698.0 725.5 10,368.5 864.0
平成30年 969.5 679.0 734.5 835.5 3,218.5 804.6

黒
毛
和
種
（
去
）

A5 平成29年 2,882 2,869 2,867 2,828 2,909 2,783 2,860 2,859 2,920 2,858 2,756 2,840 2,859
平成30年 2,847 2,836 2,908 2,864 2,871

A4 平成29年 2,632 2,559 2,469 2,511 2,492 2,371 2,422 2,501 2,561 2,457 2,460 2,484 2,501
平成30年 2,444 2,421 2,524 2,496 2,471

A3 平成29年 2,279 2,263 2,129 2,125 2,034 2,039 1,982 2,133 2,337 2,123 2,094 1,966 2,131
平成30年 2,100 2,149 2,099 2,138 2,120

A2 平成29年 2,002 1,733 1,750 1,823 1,754 1,690 1,744 1,791 1,796 1,721 1,874 1,890 1,773
平成30年 1,902 1,802 1,944 1,798 1,850

交
雑
種
（
去
）

B5 平成29年 1,966 1,943 1,939 2,077 1,979 1,934 1,808 1,944 1,960
平成30年 1,995 1,819 1,945 1,890 1,958

B4 平成29年 1,760 1,793 1,798 1,813 1,871 1,779 1,824 1,794 1,801 1,672 1,679 1,721 1,772
平成30年 1,751 1,717 1,798 1,779 1,763

B3 平成29年 1,615 1,589 1,591 1,623 1,663 1,544 1,595 1,580 1,565 1,502 1,441 1,452 1,566
平成30年 1,568 1,529 1,581 1,604 1,571

B2 平成29年 1,318 1,246 1,237 1,308 1,406 1,247 1,216 1,275 1,261 1,257 1,239 1,219 1,272
平成30年 1,280 1,305 1,344 1,381 1,325

㈱群馬県食肉卸売市場　肉牛課



～群馬県内のＪＡの活動をご紹介～ＪＡピックアップ！

全国各地で
嬬恋高原キャベツをPR

ＪＡ嬬恋村では、６月23日の都内オープニングセー

ルを皮切りに、関東地区をはじめ全国各地でテレビ・

ラジオを中心に消費宣伝を行い、同時に野菜フェア

も開催しました。

７月19日には生産者である女性部員に協力いただ

き、関東地区の大型量販店８カ所で野菜フェアを行

いました。また、８月２日の「嬬恋高原キャベツの日」

を前に７月26日〜29日はＪＡ担当者がラジオ出演

し、イベント広場では即売会を行いました。ぐんま

ちゃんやご当地アイドルあかぎ団も応援に駆け付け、

新鮮なキャベツを多くの消費者に届けようと来店者

一人ひとりに声掛けをし、旬を迎えた嬬恋高原キャ

ベツをPRしました。

ＪＡ嬬恋村

▲ 

７
月
27
日　

文
化
放
送
即
売
会
会
場

ＪＡたのふじ 疲れた身体に豚しゃぶで栄養補給
上州藤岡ライド＆ヒル

▲ 

豚
し
ゃ
ぶ
は
も
ち
ろ
ん
作
り
た
て

▲ 

即
売
会
の
様
子

養豚部会は６月17日、「上州麦豚」のPRのため、

藤岡市内で開かれた「チャレンジサイクリングフェス

タ2018第７回上州藤岡ライド＆ヒル」のエイドス

テーション（休憩所）内で豚しゃぶを提供しました。

イベントは藤岡市内を一周する自転車競技。参加

者たちは疲れの溜まるコース後半のエイドステー

ションで「上州麦豚」の豚しゃぶを食べ、ラストスパー

トへのエネルギーを補給しました。

豚しゃぶを食べた参加者からは「臭味がなく、やわ

らかくておいしい」「この豚肉はどこで買えるの」な

どと声が上がりました。同部会長堀越勝徳さんは「提

供した豚しゃぶに含まれるビタミンＢ１とクエン酸

は疲労回復に欠かせない組み合わせ。選手たちのパ

フォーマンスアップの役に立てたと思う」と肉体疲労

への豚肉の効用を語りました。



東部営農経済センター・萩生共選所
いんげん目揃え会

ＪＡあがつま農産部では７月17日、東部営農経済

センター・萩生共選所２会場にて、いんげん目揃え

会を開催しました。目揃え会では生産者、ＪＡ職員・

関係職員など２カ所で48名が参加しました。

生産者から出荷されたインゲンをもとに説明。職

員より「皆掛け重量は2.3㎏以上で、曲がりは１㎝以

内、豆の大きいものや、変色・虫傷のあるものは等

級が下がるので注意が必要」と話しました。またダン

ボールに記載する際の注意点や、病虫害対策など出

荷規格を確認し、有利販売を進めるため規格を厳守

し、また、商品の詰め方について生産者と評議し、

統一を図りました。吾妻農業事務所普及指導課の高橋あかね主幹より「病害虫対策やいんげんの栽培管理や、農

作業時の熱中症に注意しましょう」と説明しました。

ＪＡあがつま

梅夏季管理の要点確認
はるな梅部会、みさと梅部会

ＪＡはぐくみ

ＪＡはぐくみはるな梅部会は７月25日、同ＪＡみさ

と梅部会は８月２日に、梅の夏季管理講習会を高崎

市内で開きました。部会員計70人が参加。県西部農

業事務所の武藤彰宏主幹が、施肥や夏季剪定のポイ

ントを実技指導しました。

武藤主幹は「結実良好で黒星病が多発傾向にあっ

た」と今季を振り返り、樹勢回復や花芽の充実促進を

ポイントに列挙。黒星病が多発した園では、来年の

初期防除を徹底するよう呼び掛けました。

同病は通常、老木園や湿度の高い園で発生しやす

いとされています。武藤主幹は「３〜６月の高温で成熟や病害発生が早まり、普段見られない園でも発生した」

と指摘。気象経過や病菌の生活サイクルを図で示し「防除暦を参考にし、気候に合わせた適時防除を心掛けてほ

しい」と助言しました。

夏季剪定は、収穫後に花芽分化し、養分の蓄積が始まる時期に行い、受光環境を改善し、花芽を充実させるこ

とが狙いです。武藤主幹は「幼木・若木・低樹勢の樹は剪定しない」としたうえで、剪定のポイントを実技指導。

年間剪定量の30%までを目安に、樹冠上・内部の不要な太枝や徒長枝、強大化した側枝を剪定するよう呼び掛

けました。

▲ 萩生共選所

▲ 意見交換しながら剪定方法を確認する生産者



営業時間/9:00～18：00 営業時間/9:00～18：00

FAX:027-220-2424
TEL:027-220-2427
前橋市亀里町1307-1

お問い
合わせ先

お問い
合わせ先 TEL:027-210-7788

FAX:027-210-9811

前橋市古市町106-1
営業時間：毎週木曜日定休/AM10:00～PM18：00
土日は群馬県農畜産物のPRイベント、平日は県特産品の販売をしています。
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スカイツリー駅
東武鉄道伊勢崎線

浅草寺

雷
門
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門

東京
スカイツリー

TEL:03-3844-0830  FAX:03-3844-0837
〒111-0032  東京都台東区浅草一丁目34番4号お問い

合わせ先

グッドぐんまの旬の市グッドぐんまの旬の市 1階店舗の
ご案内

■ 電車/
東武伊勢崎線
「浅草駅」より
徒歩3分

■ 地下鉄/
東京メトロ銀座線
「浅草駅」より
徒歩3分

前橋高崎線
フォレスト
モール

花木流通
センター
花木流通
センター

至高崎市街地

K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

暮らしをもっと  花  やかに

K  B　KU
花 木 流 通 セ ン タ ー

暮らしをもっと  花  やかに

■園芸資材館/営農・園芸資材等　■ふらわーらんど/鉢花、花苗等　
■JA植木コーナー /緑花木、盆栽等　■エクステージ/外構・造園工事等　
■新鮮ぐんまみのり館/産直野菜、農畜産加工品、手作りパン・ハム・食堂等　
■外売場/野菜苗、大型肥料・用土、植木鉢等

取扱商品 （毎週火曜日定休）（６月～2月毎週火曜日定休）

■産直野菜
　農畜産加工品/店頭精米/精肉等

取扱商品

『県本部通信』に投稿いただいた方の個人情報は、プレゼント
の発送やお返事、紙面での紹介に使用させていただきますの
でご了承ください。また、これらの個人情報は前記の目的以
外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以
外には一切開示いたしません。

『県本部通信』における個人情報の取扱いについて

《あて先》
〒379-2147群馬県前橋市亀里町1310番
JA全農ぐんま「県本部通信」係まで
E-mail：info-gunma@gm.zennoh.or.jp 
※JAメール等でも結構です。

自由なご意見・ご感想をお寄せください。

花木流通センター便り 花木流通センターの耳寄りな

情報をお届けします！

９月は果物の秋ということで、花木流通センター
ではたくさんの果物が売り場を賑わせます。

なしの豊水、ぶどうのふじみのりなど、県内産
の果物はもちろん、国内各地の果物を販売いたし
ます。また、各ＪＡの特産・名産品を普段から数多
く取り扱っておりますので、群馬県土産で困った
際には、ぜひ花木流通センターをご利用いただけ
ればと思います。ぐんまちゃん商品も各種ござい
ますのでお気軽にお尋ねください。

皆様のご来店、心よりお待ちしております。

開催日 内　容
９月８日㈯
・９日㈰ 秋の県産農畜産物フェア

９月15日㈯
〜17日㈪㈷ 秋の園芸フェア

９月21日㈮
〜24日㈪㈷ 秋彼岸大園芸祭り

９月22日㈯ 朝市開催！！

～講習会等～
開催日 内　容

９月２日㈰ 秋冬野菜定植講習会（大根播種含む）

９月15日㈯ 食肉卸売市場　試食販売会

９月20日㈭ 寄せ植え講習会（秋の気配の寄せ植え）

●秋野菜苗（ブロッコリー・キャベツ他）入荷中！
●白菜苗は９月中旬入荷予定

※６月から２月まで毎週火曜定休となります。
※毎週金曜日パンの日…サンドイッチ全品２割引き
※売出し・イベントの日程・内容は変更になる場合があります。

色々な売出しやイベントが目白押し。ぜひお出かけください！

9月の売出し・イベント案内
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石垣 惠美Food adviser -

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。
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キャンバスに
見立てて

石垣 惠美
Food adviser

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。

プレートをキャンバスに見立てて

A

トマトジュースの洋風煮豆
1 なす・ズッキーニ・玉葱・トマトは

５㎜角に切る。

2 ニンニクはみじん切りにする。ウイ
ナーソーセージは５㎜の小口切りに
する。

3 鍋にオリーブオイルを熱し、ニンニ
クと玉葱を炒め、次になす・ズッキー
ニ・ウインナーソーセージ・トマト
を加え炒める。

4 ３にトマトジュースを入れ、ミック
スビーンズとＡを加え、塩・コショ
ウし中火で煮込む。汁気が三分の一
位になるまで煮て、味を調える。

5 器に盛る。バケット等と食べる。

作り方
２人分· （１人分203kcal）

材　料

群馬県産
トマトジュース使用
詳しくは５ページ

トマトジュース
　（群馬県産）
　　　･･･････････ １缶

なす･････････････ １本

ズッキーニ････ 1/2本

玉葱･･･････････ 1/4個

トマト･･････････ １個

ニンニク･･････１かけ

ウインナーソーセージ
　　　･･･････････ ３本

オリーブオイル
　　　･･････ 大さじ１

ミックスビーンズ
　　　････････････270g

塩・コショウ･･･････適量

赤ワイン････ 大さじ１

ハチミツ･････小さじ１

パプリカパウダー
　　　･･･････小さじ１

フンネルの葉････３枝

レモンタイム････３枝

ローリエ････････１枚

コンソメ････････１個
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